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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・夜勤時休憩室の掃除当番は月曜日となっています。

＜隔離室使用中患者様＞

· 畑中成夫様…ここ数日は突発行為も無く、スタッフ応対も落ち着いている。

　　　　　　　　現時点での病状にとらわれず、今後も対応の際には十分に注意していくこと。

· 東海林康之様…食事摂取量の低下目立つ。捕食を行なっている。まとまり無い言動続いて聞　　　

かれている。

食事時には摂取出来るよう、声を掛けていく。急激な体重減量がないか、測定し確認していく。

＜要注目患者様＞

北山　幸博様…不眠傾向であり、易怒的となっている。本日、主治医面談し、「言いたい事は言えた。」と表情スッキリさせ、スタッフへの訴えもなくなっている。

　　　　　　　本日より、喫煙1日4本可となり、就床前薬増薬予定。

　　　　　　　周囲への接し方、夜間の睡眠状況を観察。自己中心的な発言多い為、振り回されないように注意すること。

　　　　　　　本人の希望により、アルコールプログラム再開。担当者へ作成依頼している。

佐藤節子様…一昨日より「うつだ。」との発言あり自床に篭りがちとなっている。本日、主治医診察、スタッフ介入している。「何もしたくない。」「かまわないで欲しい。」との発言もあったが、診察後より表情落ち着かせ「言いたい事を言ったらすっきりした。」と言われている。

　　　　　　　対人関係において、自身の中に溜め込みすぎ、悩んでいたと話している。しかし、本人自身で考えることで、悩み（ストレス）を解消できていることを評価すること。スタッフからの話しかけを多くし、本人から訴えやすいように関係を築いていくこと。

窪田政司様…合併症室に移ってから車椅子で過ごす事が多く、ＡＤＬの低下が考えられる。

　　　　　　短時間からの歩行訓練を開始。午前、午後とスタッフが最小限の介助にて訓練し

ていく。

排尿の間隔が10時間前後と間がある。

水分摂取量、排泄量を明確化し、腹部の状態をこまめに観察していく。

＜定期薬カート（薬剤）確認について＞

今年度に入り、カート確認ミスが2件ある。

いずれも、翌勤務帯での発見となっており、その間発見する事ができていない。

考えられる問題点

· 確認の仕方、意識に問題がある。

· Ｗチェックが的確に行なわれていない。

対策

· 各自が確実に、徹底的に確認するという意識を十分に持つ事。

· Ｗチェックを徹底的に行なう。（残薬の確認はケアワーカーでも出来る）

＊今後、残薬（忘薬）があった場合には、その勤務帯のスタッフ全員の確認ミスとし連帯責任とする。







